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ホームページの原稿作りに01

【事例】
ホームページのニュース作成に生成AIを導入し、

業務効率の向上を実現した。その結果、以前よりも
ニュースの更新頻度が増え、ホームページの閲覧
者数が増加した。
【課題】
・生成AIの文章の質や適切性の確認が必要である。
・生成AIが作成した内容が事実と異なる場合や日常
で使われない表現が多く、誤情報が拡散する恐れ
がある点に注意が必要である。
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志望理由書の作成に02

【事例】
生徒の志望理由書作成に生成AIを利用した。本

校の生徒は進学を希望する者から就職を希望する
者まで多様であり、自力で志望理由書を書くのが難
しい生徒が多い。生成AIとの対話を通じて自己理解
が深まり、志望理由書の初稿を完成させることがで
きた。
【課題】
・生成AIが生徒の感情や個々の事情を完全に理解
することは困難である。そのため、志望理由書を教
員の生徒理解と照らし合わせる必要がある。
・生成AIに頼りすぎると、生徒が自分で考える機会
が減少する可能性がある。
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授業案の検討に03

【事例】
授業案の検討に生成AIを導入することで、

テーマや目標、授業の流れについて多くのアイ
デアを得ることができる。その結果、生徒の理
解が深まる教材や学習活動を授業に取り入れ
ることができる可能性がある。
【課題】
・提案された教材や学習活動が実際の教育環
境(生徒の実態や教材の選択肢の是非等)に適
合するかの確認・判断が必要である。
・教師自身が熟考する機会が減少してしまう可
能性はある。
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